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概要 

 

仮想化には、統合、パフォーマンス、可用性、ビジネス継続性、ロード バランシング、メンテナンスの容易さな

ど、多くのメリットがあります。これらのメリットにより、今日では多くのアプリケーションが仮想化されています。

データ センターのコンポーネントがハイパーバイザーや仮想化アプリケーションをサポートするだけでなく、それら

の機能との統合を可能にすることも重要となっています。このドキュメントでは、Dell PowerStoreで使用可

能な、多くの仮想化機能と統合ポイントについて説明します。 

 

このドキュメントは、IT管理者、ストレージ アーキテクト、パートナー、デル・テクノロジーズの社員を対象と

しています。対象読者には、PowerStoreシステムを使用して、Dellネットワーク ストレージ環境の評

価、取得、管理、運用、設計を行う個人も含まれます。 

 

日付 説明 

（2020年 4月） イニシャル リリース：PowerStoreOS 1.0.0 

2020年 8月 マイナー アップデート 

2020年 9月 マイナー アップデート 

2020年 12月 PowerStore 1.0.3のアップデート 

2021年 4月 PowerStoreOS 2.0.0のアップデート 

2021年 5月 マイナー アップデート 

2022年 1月 PowerStoreOS 2.1.0のアップデート、テンプレートの

アップデート 

2022年 4月 PowerStoreOS 2.1.1のアップデート 

2022年 6月 PowerStoreOS 3.0.0のアップデート 

2022年 10月 PowerStoreOS 3.2.0のアップデート 

 

デル・テクノロジーズおよび本ドキュメントの作成者は、本ドキュメントへのご意見をお待ちしております。 

デル・テクノロジーズ チームに E メールでお送りください。 

著者：Wei Chen 

寄稿者：Ethan Stokes、Stephen Granger 

メモ：このトピックに関する他のドキュメントへのリンクについては、PowerStore情報ハブを参照してください。 

  

概要 

対象読者 

改訂履歴 

フィードバックを 

歓迎いたします 

mailto:tech.doc.feedback@dell.com?subject=Dell%20PowerStore：仮想化の統合(H18152.9)
mailto:tech.doc.feedback@dell.com?subject=Dell%20PowerStore：仮想化の統合(H18152.9)
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-15
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-15
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はじめに 

 

PowerStoreは、運用のシンプルさと俊敏性を新たなレベルに引き上げ、コンテナベースのマイクロサービ

ス アーキテクチャ、高度なストレージ テクノロジー、統合型の機械学習を利用して、データのパワーを解

き放ちます。PowerStoreは、パフォーマンス重視の設計を特徴とする汎用性の高いプラットフォームで、

多次元の拡張性、常時データ削減、次世代メディアのサポートを提供します。 

PowerStoreは、パブリック クラウドのシンプルさをオンプレミス インフラストラクチャにもたらし、統合型の

機械学習エンジンとシームレスなオートメーションによって運用を合理化します。また、環境の監視、分

析、トラブルシューティングを容易にするための予測分析機能も用意されています。PowerStoreは適応

性が高く、アプライアンス上で特殊なワークロードを直接ホストし、中断なしでインフラストラクチャをモダナ

イズできる柔軟性をもたらします。柔軟な支払いソリューションとデータ イン プレース アップグレードによって

投資保護も実現します。 

 

PowerStoreは、現在データ センターで使用されている VMware vSphere仮想化テクノロジーとの統

合ポイントを複数備えています。これらの強力な統合ポイントの多くはシステムに組み込まれており、エン

ドユーザー エクスペリエンスを念頭に置いて設計されています。統合ポイントは、HTML5ベースの

PowerStore Managerのユーザー インターフェイスから直接簡単に管理できます。システムに組み込ま

れた統合ポイントに加えて、オフアレイ ソフトウェアとプラグインも利用できます。これらのプラグインにより、

PowerStoreを既存のツールで使用し、各組織に固有の要件に適合させることが可能になります。スト

レージ管理者と仮想化管理者は、これらの機能を使用して、シンプルでモダン、かつ柔軟性に優れた、

手頃な価格のソリューションを作成できます。 

PowerStoreは、PowerStore Tモデルまたは PowerStore Xモデルのアプライアンスとして提供されま

す。いずれのモデルも、VMware vSphere と緊密に統合するように設計されています。統合機能には、

VAAI と VASAのサポート、イベント通知、スナップショット管理、VMware vSphere Virtual Volumes 

(vVols)のストレージ コンテナ、PowerStore Managerでの仮想マシンの検出と監視が含まれます。 

PowerStore Xモデルは、AppsON機能を提供することにより、柔軟性と俊敏性をもたらします。この

機能により、管理者はストレージ システム上でアプリケーションを直接実行できます。PowerStore Xモ

デルでは、このモデルのノードに組み込まれた VMware ESXiハイパーバイザーにより、上記以外の仮想

化機能と構成プロセス向けオートメーションも利用できます。vSphereハイパーバイザーは、各

PowerStore Xモデル ノードに組み込まれており、PowerStoreアプライアンス上で直接アプリケーション

を実行できます。同時に、標準の外部ストレージ アレイとして使用でき、ファイバーチャネル、iSCSI、また

は NVMe-oFを介してサーバーへのブロックボリューム アクセスを可能にします。 

  

概要 

PowerStore 

仮想化の統合 



はじめに  

 

6 Dell PowerStore: Virtualization Integration 

 

次の表に、本書で使用されているいくつかの用語の定義を示します。 

表1. 用語  

用語 定義 

AppsON Powerstore Xモデルの機能であり、PowerStore ストレージとコンピュー

ティングで直接仮想マシンとしてアプリケーションを実行できます。この統

合により、アプリケーションはストレージにより近いものになります。 

コントローラーVM PowerStore X モデル アプライアンスで PowerStoreOSの仮想化バー

ジョンを実行する仮想マシン。それぞれの PowerStore Xモデルノードに

は、独自のコントローラ仮想マシンがあります。各コントローラーVMは、ア

プライアンスで使用可能な CPU とメモリーの 50%を予約し、残りの

50%をユーザーVM用に残します。 

DRS（分散リソース スケジュー

ラ）[DRS（ブンサンリソース スケ

ジューラ）] 

リソースの使用率を監視し、クラスター内の ESXiホスト間で仮想マシン

のワークロードを分散させる VMware機能。 

Fibre Channel (FC)プロトコル Fibre Channelネットワーク経由で Internet Protocol (IP)および

SCSI コマンドを実行するために使用されるプロトコル。 

インターネット SCSI (iSCSI) ネットワーク接続を経由してブロックレベル データ ストレージへのアクセスを

提供するメカニズム。 

PowerStore Manager PowerStoreシステムの管理に使用される HTML5ユーザー インター

フェイス。 

ストレージ コンテナ 1つ以上の機能プロファイルとそのストレージ制限で構成される論理エン

ティティを指す VMware用語。このエンティティは、vSphereにマウントさ

れると、VMware vSphere Virtual Volumes (vVols)データストアと呼

ばれます。 

ストレージ ポリシーベースの管理

（SPBM） 

VMのストレージ関連機能を制御し、そのライフ サイクル全体でコンプライ

アンスを確保するために使用されるポリシー。 

ユーザーVM 管理者によって導入された仮想マシン。ユーザーVMは、外部計算のホ

ストで PowerStore ストレージを使用できます。また、ユーザーVMは、

AppsON を活用することによって PowerStore ストレージと内部計算ホ

ストを使用し導入することもできます。 

仮想マシン(VM) ハイパーバイザー上で実行され、物理ハードウェアをエミュレートするために

使用されるオペレーティング システム。 

vCenter VMware vSphere環境を管理するための一元化されたプラットフォーム

を提供する VMwareサーバー。 

用語 
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用語 定義 

VMware vSphere仮想ボリューム

（vVols） 

VMのデータを個々の仮想ボリュームに格納できるようにする VMware ス

トレージ フレームワーク。この機能により、VM単位で、かつ SPBMに

従ってデータ サービスを適用できます。Virtual Volumesは、この機能を

有効にするために使用される個々のストレージ オブジェクトを指す場合も

あります。 

vSphere API for Array 
Integration (VAAI) 

ストレージ関連タスクをストレージ システムにオフロードすることによって、

ESXiホストの使用率を向上させる VMware API。 

vSphere API for Storage 
Awareness (VASA) 

vSphereでストレージ システムの機能を判別できるようにするベンダー中

立の VMware API。この機能を使用するには、通信のための VASA プ

ロバイダーがストレージ システム上に必要です。 

vSphere クラスター 高可用性、ロード高可用性、ロード バランシング、リソース管理を可能に

するためにグループ化された ESXiホストのグループ。 

vSphereデータセンター 仮想マシンの運用に必要なホスト、クラスター、その他のオブジェクトで構

成されるコンテナ。 

vSphere Remote Office 
Branch Office (ROBO) 

仮想マシン数 25 という制限がある VMware ライセンス。 

 

vCenter接続 

仮想マシン（VM）の検出、監視、スナップショット管理を有効にするには、vCenterサーバーを

PowerStore Managerに登録する必要があります。このステップにより、PowerStoreが VMの属性、

容量、ストレージ性能とコンピューティング性能、Virtual Volumes を監視できるようになります。また、

PowerStoreがイベント通知をサブスクライブできるようになるため、PowerStoreで新しい情報を継続

的にポーリングする必要性が軽減されます。 

PowerStore Xモデルのアプライアンスの場合、vCenterサーバー接続は初期構成プロセスの一環とし

て求められます。この接続により、VASAプロバイダーの登録と VVolsデータストアの作成が自動的に行

われるようになります。この機能により、ユーザーは、システムを導入した直後に、追加のセットアップなしで

Vvolsの使用を開始することができます。PowerStore Xモデルでは、vCenterは外部サーバー上でホ

ストされている必要があります。 

PowerStore Tモデルでは、vCenterサーバー接続はオプションです。PowerStoreOS 2.0以降、初

期構成には、vCenterサーバー接続を構成するためのステップが含まれています。この接続は、

PowerStore Xモデル アプライアンスで必要です。 

PowerStore Tモデルのアプライアンスでは、初期構成後に vCenterサーバーも接続することができま

す。vCenterサーバー接続を確立するには、PowerStore Managerを開き、［Compute］>

［vCenter Server Connection］を参照してください。vCenterサーバーに接続するには、既存の

vCenter サーバーの IP アドレス（または FQDN）、ユーザー名、パスワードを入力します。 

概要 
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PowerStore Tモデルは、vCenterバージョン 6.0のアップデート 2以降を実行している任意の

vCenterに接続できます。PowerStore Xモデルでサポートされている vCenterバージョンについては、

Dell.com/powerstoredocsの「PowerStore：シンプル サポート マトリックス」を参照してください。 

PowerStoreOS 2.0以降では、PowerStore Managerから VASA登録を管理および監視できます。こ

の機能により、VASA登録を表示または更新するために vSphereにログインする必要がなくなります。新し

い vCenterを登録する場合は、PowerStoreの資格情報を入力するオプションがあります。指定された場

合、これらの資格情報を使用して、vSphereに VASAプロバイダを自動登録します。資格情報は、VM

管理者、ストレージ管理者、または管理者ロールを持つアカウントのものである必要があります。 

次の図は、vCenter Serverの登録ページを示しています。 

 

図1. vCenter Serverの登録 

vCenterサーバー接続が正常に確立されると、接続された vCenterの IPアドレスまたはホスト名が表示

され、ステータスが［接続済み］に変わります。PowerStoreOS 2.0以降では、このページに VASA登

録ステータスが表示されます。VASAプロバイダーが vCenter登録中に接続されなかった場合、または切

断された場合、この状態はステータスに反映されます。［vSphereの起動］、［接続の更新］、［切

断］（PowerStore Tモデルのみ）の各ボタンも使用可能になります（次の図を参照）。 

http://www.dell.com/powerstoredocs
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図2. 接続された vCenter 

［vSphereの起動］をクリックすると、接続されている vCenterが新しいタブに表示されます。この機

能により、管理者は vCenter を簡単にブラウジングできます。 

vCenterの IPアドレス、ホスト名、認証情報が変更された場合に、接続を新しい情報で更新するに

は、［接続の更新］ボタンを使用します。各 PowerStore クラスターは、一度に 1つの vCenter イン

スタンスのみに登録できます。PowerStore クラスターを別の vCenter インスタンスに接続するために更

新ボタンを使用しないでください。PowerStore Tモデルでは、vCenter接続を切断してから、新しい

vCenter インスタンスに接続できます。PowerStore Xモデルでは、別の vCenter インスタンスへの

vCenter接続を変更することはできません。この制限は、データセンター、クラスター、PowerStore Xモ

デルの ESXi ノード、仮想分散スイッチ、vCenter上のその他の構成などの vSphereオブジェクトの存

在が原因で生じます。 

PowerStoreOS 2.0以降では、［構成の更新］ボタンを使用して VASA登録ステータスを管理でき

ます。たとえば、VASAプロバイダーが vSphereで誤って削除された場合、VASA登録ステータスは

「Not configured」に変わります。このシナリオでは、［構成の更新］ボタンを使用して、VASAプロバ

イダーを PowerStore Managerから直接再登録できます。VASA登録ステータスがオンラインである

場合、PowerStore資格情報の入力を求めるプロンプトは表示されません。次の図は、vCenter 

Server構成を更新するためのダイアログ ボックスを示しています。 
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図3. 構成の更新 

vCenter との接続を解除するには、［切断］ボタンを使用します。PowerStore Xモデルでは

vCenter接続が必須であるため、この機能は PowerStore Tモデルでのみ使用できます。

PowerStoreOS 2.0以降では、管理者は vCenterサーバーを切断するときに、VASAプロバイダーの

登録を削除することもできます。次の図は、vCenter Server との接続を切断するときに表示される確認

ダイアログ ボックスを示しています。 

 

図4. ［vCenter Serverの切断］確認ダイアログ ボックス 
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内部および外部の ESXiホスト 

外部ホストを PowerStore Managerに登録して、ストレージ リソースへのアクセスを可能にすることがで

きます。内部ホストは、PowerStore Xモデルの ESXi ノードです。PowerStoreOS 2.0以降では、追

加の詳細を表示し、内外両方の ESXiホストの可視性を向上させるために、機能拡張が追加されてい

ます。次のような機能拡張が行われています。 

• PowerStore Managerにおける PowerStore Xモデルの ESXi ノードの可視性： 

▪ 内部 ESXi ノードは、クラスターに登録されている外部ホストとともに表示されます。 

▪ ［ホスト タイプ］列に、これが内部ホストであるか外部ホストであるかが示されます。 

▪ これらの内部 ESXi ノードは、［ホストおよびホスト グループ］ページと［ストレージ コン

テナ］＞［ESXi ホスト］ページに表示されます。 

• vSphereホスト名： 

▪ 内部および外部の ESXiホストの場合、［vSphere ホスト名］列には、vSphere Web

クライアントに表示されているホスト名が表示されます。 

▪ ［ホスト名］列により、PowerStore Managerおよび vSphereでは異なる名前で登録

されている場合でも、簡単にホストを識別できます。 

▪ この列は、PowerStore Manager内の複数のページ（［ホストおよびホスト グループ］、

［仮想マシン］、［仮想ボリューム］など）に表示されます。 

• ESXiバージョン： 

▪ 内部および外部の ESXiホストについては、PowerStore Manager にも ESXiのバージョ

ンが表示されます。 

▪ PowerStore X クラスター内の PowerStore Xモデル ESXi ノードは、すべて同じ ESXi

バージョンを実行している必要があります。 

▪ ［ESXiバージョン］列は［ホストおよびホスト グループ］ページに表示されます。 

次の図は、拡張された［ホストおよびホスト グループ］ページを示しています。 

概要 
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図5. 内部 ESXiホストの可視性、vSphereホスト名、ESXiバージョンの可視性 

vSphere Virtual Volumes 

 

PowerStoreは、VASA 3.0プロトコルを介して VMware vSphere Virtual Volumes（VVols）フ

レームワークをサポートします。この機能により、VM単位でデータ サービスを使用し、ポリシー ベースのス

トレージ管理（SPBM）を行えるようになります。従来のストレージ環境では、ボリュームまたはファイル 

システムは、VM用の VMFSまたは NFSデータストアとしてフォーマットされます。データ サービスは、ボ

リューム レベルまたはファイルシステム レベルで適用されるため、そのデータストア上に存在するすべての

VMも影響を受けます。 

VVolsを使用すると、VMデータはストレージ コンテナと呼ばれる専用のストレージ オブジェクトに格納さ

れます。ストレージ コンテナは、vSphereでは VVolsデータストアになります。VMは、その構成とステー

タスに応じて、複数の VVolsで構成されます。PowerStoreは vSphere と連携して、どの VVolsがど

の VMに属しているかを追跡します。 

VMスナップショットやクローンなどのデータ サービスでは、関連性の高い vVolsにしか当てはまらないた

め、VM単位で適用できます。これらのデータ サービスは、効率を最大化するために PowerStoreにオフ

ロードされます。ポリシーとプロファイルを使用して、必要なストレージ機能が VMにプロビジョニングされて

いることを確認することもできます。 

 

vSphere API for Storage Awareness (VASA)は、VMware定義のベンダー中立 APIであり、

vSphereがストレージ システムの機能を判別できるようにします。この APIは、ストレージの詳細の監視

とユーザーへのレポート作成に vSphereで使用される、PowerStoreからの基本的なストレージ情報を

要求します。 

PowerStoreには、VVolsストレージ フレームワークを有効にするネイティブの VASA3.0プロバイダーが

含まれています。vVolsを使用するには、VASAプロバイダーを vSphereに登録する必要があります。

PowerStore Xモデルでは、ストレージ プロバイダーは初期構成プロセスの一環として vSphereに自動

的に登録されます。 

概要 

VASAプロバイダー 
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PowerStoreOS 2.0以降の PowerStore Tモデルでは、初期構成プロセス中にストレージ プロバイ

ダーをオプションで登録することができます。初期設定が完了した後、PowerStore Managerで

vCenterサーバー接続プロセスの一部として、または vSphereに手動で登録することができます。 

• PowerStore Managerから直接 VASAプロバイダーを登録するには、［Compute］>

［vCenter Server Connection］を参照してください。 

• VASAプロバイダーを vSphereに登録するには、［vCenter］>［Storage Providers］>

［Configure］を参照してください。［追加］をクリックし、図 6に示すように以下の情報を入

力します。 

▪ 名前：<name> 

▪ URL：https://<Cluster_IP>:8443/version.xml 

▪ ユーザー名：管理者または VM管理者の権限を持つユーザー 

▪ パスワード：<password> 

 

図6. ［新しいストレージ プロバイダー］ページ 
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ストレージ プロバイダーが正常に登録されると、プロバイダーに関する追加の詳細が表示されます（次の

図を参照）。 

 

図7. 登録されたストレージ プロバイダー 

 

ストレージ コンテナは、PowerStoreから vSphereに VVolsストレージを提供するために使用されま

す。vSphereは、ストレージ コンテナを VVolsデータストアとしてマウントし、VMストレージで使用できる

ようにします。AppsONを使用する場合、ユーザーVMは vVolデータストアでプロビジョニングするだけで

す。PowerStore Xモデルのプライベート データストアはコントローラーVM用に予約されているため、これ

らのデータストアではユーザーVMをプロビジョニングしないでください。PowerStoreには、PowerStore 

<Cluster_Name>という名前のデフォルトのストレージ コンテナが含まれています（次の図を参照）。 

 

図8. デフォルトのストレージ コンテナ 

ストレージ コンテナ 
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PowerStore Xモデルでは、デフォルトのストレージ コンテナが内部 ESXi ノードに自動的にマウントされ

ます。PowerStoreは、ストレージ コンテナを外部 ESXiホストに公開して、PowerStore VVolsスト

レージを使用した外部コンピューティングでの VMプロビジョニングを有効にすることもできます。この機能

は次のようにして有効にすることができます。 

1. PowerStore VASAプロバイダーを登録します（「VASAプロバイダー」を参照）。 

2. 外部 ESXiホストと PowerStore間の iSCSI、ファイバー チャネル、NVMe/FC接続を確立し

ます。 

3. ホストを ESXi として登録し、そのイニシエーターを PowerStore Managerで選択します。 

4. vSphereで再スキャンを開始します。 

5. ストレージ コンテナを vSphereに vVolデータストアとして追加します。 

ステップ 4の後、ESXiホストに 2つのプロトコル エンドポイントが自動的に作成されます。これらのプロト

コル エンドポイントは、次の図に示すように、［ストレージ デバイス］ページで LUN ID 254および 255

で識別されます。 

 

図9. LUN ID 254および LUN ID 255のプロトコル エンドポイント 

登録済みのすべての ESXiホストに対して、PowerStore上のすべてのストレージ コンテナへのアクセス

権が自動的に付与されます。ホスト接続が確立され、それ以上のマッピングが不要な場合は、これらの

ESXiホストでデータストアを vSphereにマウントできます。次の図は、vSphereにマウントされた vVol

データストアを示しています。 

 

図10. PowerStore vVol データストア 

デフォルトのストレージ コンテナ以外にも、追加のストレージ コンテナも作成できます。PowerStore Xモ

デルでは、これらの追加のストレージ コンテナは内部 ESXi ノードに自動的にマウントされます。

PowerStore Tモデルでは、これらの追加のストレージ コンテナを VVolsデータストアとして vSphereに

マウントできます。 
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デフォルトで、ストレージ コンテナは、クラスターで使用可能なすべての空き容量を公開します。ストレージ 

コンテナは、vSphereに公開するストレージを増減するようにクォータを使用して構成できます。既存のス

トレージ コンテナにクォータを構成する場合は、ハイウォーター マークも設定できます。ストレージ コンテナ

の使用率がハイウォーター マークを超えると、システムは通知を生成します。使用率がハイウォーター マー

クの値を下回ると、通知は自動的にクリアされます。デフォルトで、ハイウォーター マークは 85%に設定さ

れており、この設定はユーザーが構成できます。次の図は、5 TBのクォータと 85%のハイウォーター マー

クの設定を示しています。 

 

図11. ストレージ コンテナのクォータ設定 

既存のストレージ コンテナにクォータが設定されている場合、vSphereでサイズがすぐに更新されるわけ

ではありません。更新を強制するには、データストアを右クリックして、［容量情報の更新］をクリックしま

す。または、容量は 15分ごとに自動的に更新されます。次の図は、クォータを適用した後の vVolデータ

ストア上の更新された容量を示しています。 

 

図12. クォータが適用された vVolsデータストア容量 
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マルチアプライアンス クラスターの場合、クラスターにより、クラスター内のすべてのアプライアンスの全てのス

トレージを公開する単一のストレージ コンテナが作成されます。VMがストレージ コンテナにプロビジョニン

グされると、リソース バランサーは、クラスター内の VVolsが格納されているアプライアンスを判別します。

VVolsが存在するアプライアンスは、VMまたはストレージ コンテナのプロパティ ページ内の［Virtual 

Volumes］カードで確認できます。vVolsは、オンデマンドでアプライアンス間で移行することもできます。 

ストレージ コンテナのプロトコル 

PowerStoreOS 3.0の導入により、PowerStoreでは、SCSIまたは NVMeストレージ コンテナの作

成がサポートされます。このリリースの前は、すべてのストレージ コンテナがデフォルトで SCSIでした。

SCSIストレージ コンテナは、iSCSIまたはファイバー チャネルを含む SCSIプロトコルを介したホスト アク

セスをサポートします。NVMeストレージ コンテナは、NVMe/FCプロトコルを介したホスト アクセスをサ

ポートします。 

PowerStoreOS 3.0以降を実行しているシステムでストレージ コンテナを作成する場合は、［SCSI

（iSCSI または FC トランスポート レイヤーをサポート）］または［NVMe（NVMe FC トランス

ポート レイヤーをサポート）］のいずれかを選択できます。ここでの選択内容によって、そのストレージ 

コンテナのプロトコル タイプが指定されます。vVolデータストアとしてストレージ コンテナをマウントするすべ

てのホストに適切な接続とサポートが必要です。 

 

図13. ストレージ コンテナ プロトコルの選択 

PowerStore Managerの［ストレージ コンテナ］ページには、PowerStoreOS 3.0で導入された新

しい列［ストレージ プロトコル］がデフォルトで表示されます。この列には、特定のストレージ コンテナで

サポートされているストレージ プロトコルの詳細が表示されます。各ストレージ コンテナは、SCSIまたは

NVMeのいずれかをサポートできます。同じストレージ コンテナ上で両方のプロトコルを使用することはで

きません。この新機能は、すべて SCSI として分類される既存のストレージ コンテナには影響しません。 
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図14. ［ストレージ コンテナ］の［ストレージ プロトコル］列 

ストレージ コンテナは、ストレージ プロトコルを 2つのタイプ間で変換できますが、この操作は停止を伴い

ます。ストレージ コンテナ上のすべての vVolを削除するか、バインド解除する必要があります。このプロセ

スでは、関連づけられている vVolデータストア上のすべての仮想マシンを停止するか、vSphere 

Storage vMotionを使用して、すべての仮想マシンと vVolを一時的に別のストレージ リソースに移動

する必要があります。次に、PowerStore Managerの［ストレージ コンテナ］ページでストレージ コン

テナを選択し、［変更］をクリックします。新しいプロトコルを選択して［適用］をクリックすることによって

プロセスを完了します。現時点では、vSphere Storage vMotion を使用して仮想マシンを再起動する

か、vVolデータストアに戻すことができます。 

 

vVolsは、ストレージポリシーベースの管理(SPBM)を活用して、ライフサイクルを通じて VMに適切なス

トレージ機能が搭載されるようにします。VMストレージ ポリシーは、ストレージ プロバイダーの登録後に

オプションで作成できます。これらのポリシーは、VMのプロビジョニング時に必要なストレージ機能を決定

するために使用されます。 

ストレージ ポリシーを作成するには、vSphereの［ポリシーとプロファイル］＞［VMストレージ ポリ

シー］ページに移動します。［作成］をクリックしてから、［「Dell EMC PowerStore」ストレージの

ルールを有効にする］を選択します。 

QoS優先度ルールは、システムでリソースの競合が発生した場合に、VMの相対的なパフォーマンスの

優先順位を決定します。QoS優先度として［高］、［中］、または［低］を選択できます。 

スナップショット スケジュール ルールにより、PowerStoreは特定の頻度で仮想マシンのスナップショットを

作成できます。VMストレージ ポリシーを作成する際のスナップショット スケジュール ルールは、

PowerStoreで作成されたすべてのスナップショット ルールを自動的に表示します。スナップショット スケ

ジュール ルールを割り当てる場合は、vSphereで VMストレージ ポリシーを作成する前に、

PowerStoreでスナップショット ルールを作成しておく必要があります。次の図は、ストレージ ポリシーを作

成するときに使用可能な PowerStoreルールを示しています。 

ポリシー ベースの 

ストレージ管理 
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図15. ［VM ストレージ ポリシーの作成］ページ 

仮想マシン 

PowerStore VVolsデータストアに格納されている VMは自動的に検出され、PowerStore 

Manager に表示されます。VVolsデータストアに格納されているすべての VMが表示されます。このリス

トには、PowerStore Xの内部コンピューティングと ESXiサーバーの外部コンピューティングを使用する

VMが含まれています。このページには、名前、オペレーティング システム、CPU、メモリーなどを含む VM

のリストが表示されます（次の図を参照）。 

 

図16. ［仮想マシン］ページ 

各 VMをクリックすると、その VMの容量、コンピューティング性能とストレージ性能、アラート、保護、

Virtual Volumesなどの詳細が表示されます。次の図を参照してください。 

概要 
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図17. VM ストレージ性能 

PowerStoreOS 3.0以降では、新しい［データストア タイプ］列で仮想マシンのバッキング ストレー

ジのタイプを決定できます（次の図を参照）。この列は、PowerStoreでホストされている NFS、

VMFS、vVolストレージに仮想マシンが完全に導入されているかどうかを示します。2つ以上のストレー

ジ タイプのストレージが仮想マシンに含まれている場合、この列にはデータストア タイプとして［混在］と

表示されます。 

 

図18. VM データストア タイプ 

データストア タイプが混在として分類されるストレージに導入された仮想マシンの場合、詳細を表示する

ときに、コンピューティング パフォーマンスと仮想ボリュームのタブのみが表示されます。容量、ストレージ性

能、アラート、保護の各タブは、これらの仮想マシンでは使用できません。データストア タイプ NFSまたは

VMFSに分類されるストレージに導入された仮想マシンの場合は、［コンピューター パフォーマンス］タ

ブのみが表示されます。 
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［保護］カードでは、管理者がスナップショットを管理し、VMの保護ポリシーを構成できます。このページで

は、手動スナップショットの作成や、既存のスナップショットの変更と削除を行えます。PowerStoreOS 3.0の

前では、ボリュームやファイル システムの場合と同様に、保護ポリシーを VMに適用して、スナップショット

を自動的に作成することが可能でした。PowerStoreOS 3.0のリリースに伴い、スナップショット スケ

ジュールは、VMストレージ ポリシーを使用して vSphereを介して仮想マシンにのみ適用されます。VM

ストレージ ポリシーの詳細については、「ポリシー ベースの 

ストレージ管理」を参照してください。 

次の図は、スナップショットと保護ポリシーを構成できる VM保護ページを示しています。 

 

図19. VM保護 

VMスナップショットは、作成場所にかかわらず、PowerStore Manager と vCenterの両方に表示され

ます。VMスナップショットに関する情報は、vCenterの［スナップショットの管理］ページで確認できま

す。スナップショットを使用して VMをリストアするために、ここから復帰操作を開始することもできます。ス

ナップショット ツリー内の任意のスナップショットに戻ることができます。 

PowerStoreから取得されたスナップショットには、ゲスト VM メモリーは含められません。つまり、VM メモ

リーの内容と電源状態は保持されませんが、スナップショットはクラッシュコンシステントになります。スナップ

ショットのリストア操作が完了すると、VMは電源オフの状態に戻り、電源を再び投入できるようになりま

す。次の図は、PowerStoreから作成された手動のスナップショットとスケジュール設定済みスナップショッ

トを持つ VMを示しています。 

保護 
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図20. VM スナップショット 

vSphereでは、VMあたり 31個のスナップショットという制限が適用されます。この制限に達した場合、

ポリシーによって次のスナップショットが作成されると、最も古いスナップショットから時系列順に自動的に

削除されます。手動で作成されたスナップショットはこの制限にカウントされますが、有効期限がないた

め、自動的に削除されることはありません。 

大規模な環境では、vCenterへの多数のスナップショット要求を一度に開始できます。vCenterの過負

荷を防ぐため、PowerStoreでは、vCenterに送信するスナップショット作成の同時操作が最大 5つに

制限されています。残りの操作はキューに登録され、スナップショット作成操作が完了するたびに開始さ

れます。また、PowerStoreが vCenterに送信するスナップショット削除の同時操作も最大 5つです。

スナップショット作成操作は個別に送信されますが、スナップショット削除操作は最大 5個まで一括して

送信できます。これらの 2つの制限は異なるため、複数の VMで合計 5つのスナップショット作成操作と

5つのスナップショット削除操作を同時に行うことができます。 

スナップショットと保護ポリシーの詳細については、『PowerStore：スナップショットとシン クローン』を参照

してください。 

 

プロビジョニングされる VVolsのタイプは、格納されているデータのタイプによって異なります。 

• データ：VMDK、スナップショット、フル クローン、ファスト クローンなどのデータを格納します。ハー

ド ディスクを格納するために、VMごとに少なくとも 1つのデータ VVolsが必要です。 

• 構成：.vmx ファイル、ログ、NVRAMなどの標準 VM構成データを格納します。.vmx構成ファ

イルを格納するために、VMごとに少なくとも 1つの構成 VVolsが必要です。 

• スワップ：VMの電源がオンになったときに、VM メモリー ページのコピーを格納します。スワップ

VVolsは、VMの電源がオンまたはオフになると、自動的に作成および削除されます。スワップ

VVolsのサイズは、VMのメモリー サイズと一致します。 

• メモリー：一時停止した場合、またはメモリーを含んだスナップショットの場合に、VM メモリーの

完全なコピーをディスクに格納します。 

電源がオンになっている VMごとに、少なくとも 3つの VVols（ハード ディスク用のデータ、構成用の構成、

メモリー ページ用のスワップ）が必要です。 

Virtual Volumes 

https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-snapshots-and-thin-clones/
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-snapshots-and-thin-clones/
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［Virtual Volumes］カードには、VMで使用される VVolsの詳細が表示されます。PowerStoreは

VASAプロトコルを使用して vSphere と通信し、必要に応じて vVolの作成、バインド、バインド解除、

削除を自動的に行います。これらの VVols を手動で管理する必要はありません。このページには、vVol

の移行、監視リストの管理、サポート資料の収集などのオプションもあります。 

vVol名、タイプ、容量、ストレージ コンテナ、アプライアンス、I/O優先度などの情報が表示されます（次

の図を参照）。 

 

図21. Virtual Volumes 

仮想ボリュームの移行 

PowerStoreOS 1.0では、クラスタ内のアプライアンス間で vVolsを移行することができます。ただしこれ

は、使用されていない vVolsに限定されており、仮想マシンの電源をオフにしてから、いずれかの vVols

を移行できるようにする必要があります。PowerStoreOS 2.0以降では、オンラインの vVol移行がサ

ポートされています。この機能を使用すると、仮想マシンの電源をオンにするために使用する vVolsをクラ

スター内のアプライアンス間で移行できます。 

オンラインの vVol移行をサポートするには、ESXiホストが VMware ESXi 6.7 P02以降を実行してい

る必要があります。VMware ESXiの以前のバージョンでは、ESXiの vVol再バインド オーケストレー

ションを必要とするため、オンラインの vVol移行をサポートしていません。このシナリオでは、仮想マシンの

電源をオフにすることで vVolを結合解除するか、ESXiホストを適切なバージョンにアップグレードする必

要があります。 

オンライン移行操作は仮想マシンに対して透過的であり、再スキャンは必要ありません。ボリュームの移

行と同様に、vVolでは手動による移行およびアシストありの移行の両方を利用できます。移行トラフィッ

クは、クラスター内管理（ICD）とクラスター内データ（ICD）IPv6ネットワークを使用して、4ポート 

カードの最初の 2つのポートを通過します。 

1つの仮想マシンを複数のアプライアンスに分散させるために、複数の vVolsを割り当てることができま

す。仮想マシンのすべての vVolを同じアプライアンスに配置することが最善事例として推奨されます。オ

ンライン vVol移行は、仮想マシンの vVolを単一のアプライアンスに統合するための無停止の方法とし

て活用できます。 

vVol移行は、［VM Details］>［Virtual Volumes］または［Storage Container Details］

>［Virtual Volumes］ページから開始することができます。次の図は移行操作を示しています。 
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図22. vVol移行 

次に、オンラインの vVol移行のワークフローを示します。 

1. 管理者が移行セッションを作成します。ソースとターゲットのアプライアンスの間に接続が作成され

ます。 

2. 初回同期：ソース vVolのデータ、高速クローン、およびスナップショットは宛先に移行されます。 

3. デルタ同期と無停止のカットオーバー。 

a. 最終的なデルタ コピーが完了しました。 

b. PowerStore と ESXi座標を使用して再バインド イベントを実行し、新しいアプライアン

スに対して自動化された無停止のカットオーバーを可能にします。 

手動移行およびアシスト型移行の詳細については、『Dell PowerStore：クラスタリングと高可用性』を

参照してください。 

 

最適な仮想化パフォーマンスを実現するには、仮想マシンのコンピューティングとストレージの配置を考慮

することが重要です。このセクションでは、外部コンピューティングと内部コンピューティング(AppsON)で

PowerStoreストレージを使用する場合の推奨事項について説明します。 

外部コンピューティングを使用した vSphere Virtual Volumesストレージ 

最適なパフォーマンスを実現するには、VMのすべての vVol を 1つのアプライアンスでまとめておきます。

新しい VMをプロビジョニングする場合、PowerStoreはすべての vVolを同じアプライアンスにグループ

化します。マルチアプライアンス クラスタでは、空き容量が最も多いアプライアンスが選択されています。こ

の選択は、プロビジョニングの結果として、アプライアンス間で容量の不均衡が発生する場合でも維持さ

れます。スペース、システム制限、稼働状態の問題により、VMのすべての vVolが単一のアプライアンス

に適合しない場合、残りの vVolは、2番目に大きい空き容量を持つアプライアンスにプロビジョニングさ

れます。 

vVolストレージと 

仮想マシンの 

コンピューティング 

https://infohub.delltechnologies.com/t/dell-powerstore-clustering-and-high-availability/
https://infohub.delltechnologies.com/t/dell-powerstore-clustering-and-high-availability/
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テンプレートから仮想マシンをプロビジョニングする場合、または既存の VMのクローンを作成する場合、

PowerStoreにより、新しい vVolがソース テンプレートまたは仮想マシンと同じアプライアンスに配置され

ます。このアクションにより、新しい仮想マシンでデータ削減機能を活用して、ストレージの効率性を向上

させることができます。頻繁に導入される VMテンプレートについては、アプライアンスごとに 1つのテンプ

レートを作成し、適切なテンプレートを選択することによってアプライアンス間で VMを均等に分散するこ

とをお勧めします。 

既存の VMのスナップショットを作成する場合、スナップショット データを格納するために新しい vVolsが

作成されます。これらの新しい vVolsは、ソースの vVols と同じアプライアンスに保存されます。ソースの

vVolsが複数のアプライアンスに分散している場合は、スナップショット操作によって作成された vVols も

分散されます。vVol移行は、仮想マシンの vVolを同じアプライアンスに統合するために活用できます。 

この構成では、PowerStoreはストレージを提供し、外部ハイパーバイザーはコンピューティングを提供し

ます。外部ハイパーバイザーは、IPまたは FCネットワークを介してストレージ システムに接続します。外

部ハイパーバイザーは常にストレージ システムと通信するために SANを通過するため、コンピューティング

配置をこれ以上検討する必要はありません。 

内部コンピューティング（AppsON）を使用した vVolストレージ 

PowerStore Xモデル アプライアンスでは、AppsONにより、内部 ESXi ノードを使用してアプリケーショ

ンを実行することができます。AppsONを使用する場合、仮想マシンのストレージとコンピューティングに

同じアプライアンスを活用することで、レイテンシーとネットワーク トラフィックが最小化されます。単一アプラ

イアンスのクラスターでは、AppsON VM向けのコンピューティングとストレージは常に併置されており、コン

ピューティング配置をそれ以上考慮する必要はありません。 

PowerStoreOS 2.0以降では、PowerStore Xモデルのアプライアンスを PowerStore クラスター内に

設定することができます。クラスタリングを使用すると、単一の管理ポイントを提供することで管理が容易

になり、クラスター内のアプライアンス間でボリュームと vVolを簡単に移行できるようになります。

PowerStoreOS 3.2では、PowerStore Xのマルチアプライアンス クラスタリングがサポートされなくなり

ました。 

PowerStore Xのマルチ クラスターが構成されている場合は、すべての PowerStore Xモデルの ESXi

ノードとともに、vSphereに ESXi クラスターも作成されます。vSphereの観点からは、各 PowerStore 

Xモデルの ESXi ノードは同じように加重されるため、VMのストレージとコンピューティングが分離されてい

る可能性があります。この構成は、レイテンシーとネットワーク トラフィックが増加するため、理想的ではあ

りません。たとえば、仮想マシンのコンピューティングがアプライアンス 1のノード Aで実行されているが、そ

のストレージがアプライアンス 2に存在する場合は、コンピューティング ノードがストレージ アプライアンスと

通信するために、I/Oがトップオブラック(TOR)スイッチを通過する必要があります。 

最適なパフォーマンスを実現するには、VMのすべての vVols を 1つのアプライアンスでまとめておくことを

お勧めします。新しい VMをプロビジョニングする場合、PowerStoreはすべての vVolを同じアプライアン

スにグループ化します。このグループ化は、プロビジョニングの結果として、アプライアンス間で容量の不均

衡が発生する場合でも維持されます。スペース、システム制限、稼働状態の問題により、VMのすべて

の vVolが単一のアプライアンスに適合しない場合、残りの vVolは、2番目に大きい空き容量を持つア

プライアンスにプロビジョニングされます。 

新しい AppsON VMをプロビジョニングする場合、管理者は vVolストレージの配置を制御できます。

vSphere クラスターに VMを導入する場合、仮想マシンの vVolsは、空き容量が最も多いアプライアン

スに配置されます。vSphere クラスター内の特定のホストに仮想マシンを導入する場合、その vVolは

ノードが属するアプライアンスに保存されます。 
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テンプレートを使用して新しい AppsON VMを導入する場合、または既存の VMのクローンを作成する

場合、PowerStoreにより、新しい vSphere Virtual Volumesがソース テンプレートまたは仮想マシン

と同じアプライアンスに配置されます。このアクションにより、新しい仮想マシンでデータ削減機能を活用し

て、ストレージの効率性を向上させることができます。頻繁に導入される VMテンプレートについては、ア

プライアンスごとに 1つのテンプレートを作成し、適切なテンプレートを選択することによってアプライアンス

間で VMを均等に分散することをお勧めします。 

仮想マシンの導入方法に関係なく、コンピューティング ノードは、最初に仮想マシンに電源が投入された

ときに VMware DRSによって決定されます。vVolのストレージ アプライアンスに対してローカルではない

コンピューティング ノードが DRSにより選択された場合、コンピューティングとストレージは併置されませ

ん。DRSにより仮想マシンを後で移動して、コンピューティングとストレージが後で分離されるようにするこ

とも可能です。 

既存の AppsON VMのスナップショットを作成する場合、スナップショット データを格納するために新しい

vVolsが作成されます。これらの新しい vVolsは、ソースの vVols と同じアプライアンスに保存されます。

ソースの vVolsが複数のアプライアンスに分散している場合は、スナップショット操作によって作成された

vVolsも分散されます。vVol移行は、VMの vVolを同じアプリケーションに統合するために活用できます。 

AppsON仮想マシンのコンピューティングとストレージの場所を確認するには、［Compute］>

［Virtual Machines］>［Virtual Machine details］>［Virtual Volumes］を表示します。

［vSphere Host Name］列には、その vVolのコンピューティング ノードの vSphere名が表示されま

す。［Appliance］列には、vVolが保存されているストレージ アプライアンスの名前が表示されます。

次の図は、最適な構成を示しています。 

 

図23. 仮想マシンの［仮想ボリューム］ページ 

最適な構成を実現するには、特定の仮想マシンのすべての vVolを単一のアプライアンスに格納します。

また、これらの vVolsのコンピューティング ノードは、ストレージに使用されているアプライアンスの 2つの

ノードのいずれかである必要があります。不一致がある場合は、vSphere vMotion と PowerStore 

vVol移行を活用して、コンピューティングやストレージを移動し、アライメントされた構成を作成することが

できます。 
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PowerStoreOS 2.0以降、PowerStoreにより、ホスト グループ、VMグループ、VM/ホストの親和性

ルールを自動的に作成し、それらを VMware vSphereで結合します。ホスト グループには、2つの内部

ESXiホストが含まれており、1つのホスト グループがアプライアンスごとに作成されます。VMグループは

最初は空であり、アプライアンス 1台ごとに 1つの VMグループが作成されます。 

管理者は、ストレージが存在する場所に基づいて、関連する仮想マシンを VMグループに手動で追加

する必要があります。親和性ルールは、グループ内の仮想マシンを、指定したアプライアンスで実行する

必要があることを示します。このルールにより、ストレージにローカルで直接アクセスできるコンピューティング 

ノードで VMが実行されるようになります。アプライアンスが追加されクラスターから削除されると、これらの

グループとルールは自動的に追加および削除されます。 

親和性ルールを管理するには、VSphere Web クライアントで［Cluster］>［Configure］>

［VM/Host Rules］の順に移動します。ホスト グループを選択すると、そのアプライアンスの 2つの内

部 ESXi ノードが以下のメンバー リストに表示されます。次の図に示すように、このアプライアンス上にスト

レージが存在するすべての仮想マシンを VMグループに追加することができます。仮想マシン ストレージ

がクラスター内の別のアプライアンスに移行された場合は、新しい構成を反映するように、これらのルール

を更新します。 

 

図24. ホスト/VMルール 

VMwareデータストア 

PowerStoreは、VMware との緊密な統合を示し、それぞれストレージ コンテナ、ボリューム、およびファ

イル システムによってバッキングされている vVol、VMFS、および NFSデータストアをサポートします。

PowerStoreは vVolデータストアの可視性をネイティブにサポートし、PowerStore vVolデータストアで

ホストされているすべての仮想マシンを PowerStore Manager にプルして直接監視します。

PowerStoreOS 3.0の導入により、この VMwareの可視性が拡張され、PowerStoreストレージに

よってバッキングされる NFSおよび VMFSデータストアも対象に含まれるようになりました。 

vVolデータストアは PowerStoreで完全にサポートされており、ストレージ コンテナ オブジェクトによって

バッキングされます。vVolの詳細な説明と PowerStoreでのサポートについては、「vSphere Virtual 

Volumes」を参照してください。 

概要 

vVolデータストア 
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NFSデータストアは、64 ビット ファイル システム アーキテクチャである PowerStore ファイル システムを使

用します。これにはいくつかの利点があり、最大サイズは 256 TBです。その他の機能には、ファイル シス

テムの縮小、拡張、レプリケーション、スナップショットなどがあります。PowerStore ファイル システムの詳

細については、『Dell PowerStore：ファイル機能』を参照してください。 

NFSデータストアを使用する前に、NFS対応の NASサーバーを作成します。この NASサーバーと

NFSエクスポートに関連づけられたファイル システムを作成する必要があります。VMware ESXiホスト

には、NFSエクスポートへの読み取り/書き込みアクセスと rootアクセスが必要です。vSphereでは、管

理者は PowerStore ファイル システムを使用する NFSデータストアを作成する必要があります。 

PowerStoreOS 3.0の導入により、新しい VMware タイプのファイル システムが PowerStoreでサ

ポートされます。このファイル システムは、VMware NFSデータストアのユースケースを想定して設計され

ており、VMware環境向けにいくつかの機能拡張が含まれています。PowerStoreでの VMware ファイ

ル システムの詳細については、『Dell PowerStore：ファイル機能』を参照してください。 

 

VMFSデータストアにはブロック プロトコルを介してアクセスし、SCSI（ファイバー チャネルまたは

iSCSI）接続あるいは NVMe over Fabrics（NVMe/TCP または NVMe/FC）接続が必要です。

通信パスが確立されたら、PowerStoreでホスト オブジェクトを作成することによって、これらのデータスト

アの VMware ESXiホストが登録されるようにします。次に、ブロック ボリュームを作成し、VMware 

ESXiホストにマッピングすることができます。vSphereでは、管理者は、VMware ESXiホストにマップさ

れている PowerStoreボリュームを使用する VMFSデータストアを作成する必要があります。 

PowerStoreOS 3.0の導入により、PowerStore Managerは、PowerStoreボリューム上に作成さ

れた VMFSデータストアを可視化します。vCenterが PowerStoreに登録されている場合は、

PowerStore Managerを使用して、データストア上の仮想マシンとそのコンピューティングおよびストレー

ジ メトリックを表示できます。［ボリューム］ページには、ボリュームから VMFSデータストアへのマッピン

グを示す、新しい［データストア］列（デフォルトでは非表示）があります。 

PowerStore X モデル 

 

各 PowerStore Xモデル ノードには、VMware ESXiがインストールされています。各ノードには

VMware vSphere Enterprise Plus ライセンスが必要です。ライセンスは、アプライアンスのインストール

後に適用できます。ライセンスは独自のものを指定するか、PowerStore Xモデル アプライアンスと併せ

て購入できます。 

PowerStoreOS 1.0.3以降では、vSphere Remote Office Branch Office (ROBO)ライセンスを

PowerStore Xモデル ノードにインストールできます。PowerStore Xモデルは、vSphere ROBO 

Advanced ライセンスと ROBO Enterprise ライセンスの両方をサポートしている。ROBOエディションの

ライセンスは、PowerStore X コントローラーVMを含む 25台の仮想マシンに制限されている。

PowerStore Xモデル アプライアンスの初期構成中に、Distributed Resource Scheduler（DRS）

は部分自動モードで自動的に有効になる。vSphere ROBO Advanced ライセンスは DRSをサポート

していません。vSphere ROBO Enterprise ライセンスは、メンテナンス モードを有効にする目的でのみ

DRSをサポートします。PowerStore Xモデル ノードに ROBO ライセンスをインストールする前に、

DRSを ESXi クラスターで無効にしておく必要があります。vSphere ROBO ライセンスを使用する場

合、ユーザーは VMロード バランシングを手動で開始する必要があります。 

NFSデータストア 

VMFSデータストア 

ライセンス 

https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-file-capabilities-2/
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-file-capabilities-2/
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ROBO ライセンス サポートの詳細については、VMware ドキュメント『VMware vSphere コンピューティ

ングの仮想化：ライセンス、価格、およびパッケージ』を参照してください。 

PowerStoreOS 3.2.0以降、PowerStore Xシステムは内部 ESXi ライセンスの期限切れに関するア

ラートを発行します。このシステムでは、基盤となる内部 ESXiホストのライセンスが x日後に期限切れ

になるという警告レベルのアラートが表示されます。永久ライセンスが内部 ESXiホストに適用されると、

警告アラートは自動的にクリアされ、「ESXi 内部ホストは永続的にライセンスされています」という情報ア

ラートが発行されます。アラートは、PowerStore Managerの［モニタリング］＞［アラート］に表示

されます（図 25を参照）。 

 

図25. ESXi ライセンス アラート 

 

新しい PowerStore Xモデル アプライアンスを構成するときは、パフォーマンスを最大限に高めることがで

きるよう、ここに示すベスト プラクティスを適用することを強くお勧めします。中断を防ぐため、アプライアンス

でリソースをプロビジョニングする前に、これらの設定を変更しておく必要があります。 

PowerStoreOS 1.0.3以降では、初期設定ウィザード（ICW）の実行中に、これらのベストプラクティ

スを適用することができます。ICWでは、オプションの最適化ステップがクラスターの構成後に表示されま

す。このステップでは、MTUサイズをカスタマイズし iSCSIのターゲットとして使用するために追加の IPを

提供することができます。PowerStoreOS 2.0以降では、PowerStore Xモデルのアプライアンスでクラ

スタリングがサポートされており、システムによって要求される追加の IPアドレスの数はアプライアンスの数

とモデルによって異なります。クラスター内の PowerStore 1000Xモデル システムに対して追加の IPが

要求されることはありません。これらのモデルでは、追加の iSCSI ターゲットは必要ありません。システム

は、このセクションで説明されているベスト プラクティスを使用してクラスターを自動的に構成します。これ

以上のアクションは必要ありません。次の図は、PowerStore X モデル クラスターの ICWの［最適化］

ページを示しています。 

パフォーマンスの 

ベスト プラクティス 

https://www.vmware.com/content/dam/digitalmarketing/vmware/en/pdf/products/vsphere/vmware-vsphere-pricing-whitepaper.pdf
https://www.vmware.com/content/dam/digitalmarketing/vmware/en/pdf/products/vsphere/vmware-vsphere-pricing-whitepaper.pdf
https://www.vmware.com/content/dam/digitalmarketing/vmware/en/pdf/products/vsphere/vmware-vsphere-pricing-whitepaper.pdf
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図26. ICWの最適化ステップ 

PowerStore Xモデル アプライアンスを既存のクラスターに追加する前に、ベスト プラクティスの最適化を

完了しておくことをお勧めします。PowerStoreOS 2.0以降では、アプライアンスの追加ウィザードに［パ

フォーマンスの最適化］チェックボックスがあります。このチェックボックスをオンにすると、アプライアンスの追

加ウィザードで新しいアプライアンスに追加の IPアドレスが要求されます。その後、新たに追加されたアプ

ライアンスが自動的に最適化され、クラスター内の他のアプライアンスとの整合性を確保します。クラスター

が最適化されておらず、この状態を変更する予定がない場合は、［パフォーマンスの最適化］を選択

せずに新しいアプライアンスを追加できます。クラスター内で最適化されたアプライアンスと最適化されてい

ないアプライアンスを混在させることはできません。 

これらのベスト プラクティスをすでに構成されたシステムに適用する場合は、まずシステムを

PowerStoreOS 1.0.3以降にアップグレードすることをお勧めします。PowerStoreOS 1.0.3以降、手

順の一部が自動化されているため、同じ設定や結果を得るために手動で行う必要のある手順が少なく

なっています。 

PowerStore Xパフォーマンスの最適な設定方法の詳細については、Dellサポートの参照記事

「HOW17288」を参照してください。 

このドキュメントのベスト プラクティスを実践するにあたっては、Dell.com/powerstoredocsの

『PowerStoreホスト構成ガイド』および PowerStore情報ハブの『Dell PowerStore：ベスト プラク

ティス ガイド』に記載されている VMware vSphere設定を確認して適用することもお勧めします。また、

デル・テクノロジーズの Virtual Storage Integrator を活用して、これらのベスト プラクティスをホストに自

動的に適用することもできます。 

 

PowerStore Xモデル アプライアンスの vCenterサーバーに関する詳細を入力するよう求められます。

外部サーバーでホストされている既存の vCenterサーバーの詳細を入力する必要があります。このペー

ジは、PowerStore Tモデル アプライアンスを構成するときには表示されません。 

vCenter情報により、初期構成プロセス中の自動化が可能になります。これらの手順には、vCenter

接続の確立、vSphere クラスターの作成、仮想分散スイッチなどのオブジェクトの構成、VASAストレー

ジ プロバイダーの登録が含まれます。既存のデータセンター名が指定されている場合、クラスターはその

データセンターの配下に作成されます。それ以外の場合は、指定された名前の新しいデータセンターがこ

のクラスターに対して自動的に作成されます。 

初期構成 

http://www.dell.com/powerstoredocs
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-15/
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-15/
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PowerStore Xモデルでは、別の vCenter インスタンスへの vCenter接続を変更することはできませ

ん。この制限は、データ センター、クラスター、PowerStore Xモデルの ESXi ノード、仮想分散スイッチ、

その他の構成などのオブジェクトの存在が原因で生じます。次の図は、PowerStore Xモデル ICWの

［ハイパーバイザー］ページを示しています。 

 

図27. PowerStore X モデルの［初期構成］＞［ハイパーバイザー］ページ 

 

PowerStore コンテナ ベースのアーキテクチャをオンボードの VMware ESXi と統合することで、エンター

プライズ ストレージの統合を新たなレベルに引き上げることができます。この機能は、ローカルのオンアレイ 

アプリケーション環境のメリットと、vSphere管理環境およびサーバー リソースとの比類のない統合を組み

合わせたものです。この統合により、ユーザーは、PowerStoreで直接仮想マシンとしてアプリケーションを

実行することにより、アプリケーションをストレージに近づけることができます。 

AppsON機能のメリットには、アプリケーション導入の俊敏性が向上することが含まれます。この機能によ

り、PowerStoreアプライアンスと VMware ESXiサーバー間のシームレスな移動が可能になります。ま

た、サーバーとネットワークの設置面積をなくして設置効率の高いエッジおよびリモート導入環境を実現す

ることにより、スタックを縮小することもできます。AppsONは、コンピューティングと比較して低レイテンシー

が必要でストレージ利用が重いデータ集約型アプリケーションに最適です。 

 

PowerStore Xモデル アプライアンスに組み込まれた VMware ESXiハイパーバイザーにより、これらの

ノードは、他の ESXiホストとともに vCenterで管理および監視できます。PowerStore Xモデルの場

合、vCenterは外部サーバー上でホストされている必要があります。PowerStore Xモデル オブジェクト

には、データセンター、クラスター、ホスト、仮想分散スイッチなどの標準的な vSphere概念が適用され

ます。次の図は、vSphere内のこれらのオブジェクトとコントローラーVMを示しています。 

AppsON 

vCenter 
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図28. vSphere内の PowerStore Xモデル オブジェクト 

 

PowerStore Xモデル アプライアンスの初期化中に、PowerStore Xモデル ESXi ノードを含む ESXi

クラスターが作成されます。この ESXi クラスターは、vCenterの新規または既存のデータセンターの配下

に作成されます。 

PowerStore Xモデル ESXi クラスターへの外部 ESXiホストの追加 

製品認定要求（RPQ）が承認されている場合は、外部 ESXiホストを PowerStore Xモデル ESXi

クラスターに追加することもできます。RPQは、vSphere Enhanced vMotion Compatibility

（EVC）でネットワークと CPUモデルの互換性を考慮するために必要となります。 

外部 ESXiホストをクラスターに追加すると、VMのロード バランシングと高可用性のために外部コン

ピューティングを活用できるようになります。PowerStore Xモデルの内部および外部 ESXiホスト間で

vMotionおよびストレージ vMotionを有効にするために、同じクラスター内に外部 ESXiホストを配置

する必要はありません。 

無停止アップグレード（NDU）および外部 ESXiホスト 

PowerStoreの以前のバージョンから PowerStoreOS 2.1.1にアップグレードすると、PowerStore X

内部 ESXi クラスターの vSphere Distributed Virtual Switch (DVS)が自動的に DVS 7にアップグ

レードされます。PowerStore X内部 ESXi クラスターに vSphere 7以降を実行していない外部

ESXiホストがある場合、DVSのこのアップグレードは失敗します。 

DVSのアップグレードが失敗した場合は、外部 ESXiホストを vSphere 7以降にアップグレードしてから

手動で DVSアップグレードを完了する必要があることをユーザーに通知するアラートが生成されます。

DVSアップグレードが失敗しても、PowerStoreOS NDUは正常に完了し、失敗した DVSアップグ

レードは、クラスターに対して無停止です。NDUの詳細については、『Dell PowerStoreソフトウェア アッ

プグレード ガイド』を参照してください。 

  

VMware ESXi 

クラスター 
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各 PowerStore Xモデル アプライアンスには、ノードごとに 1つずつ、合計 2つのコントローラーVMが含

まれています。これらの VMは、PowerStoreオペレーティング システムの仮想化バージョンを実行しま

す。各コントローラーVMは、アプライアンスで使用可能な CPU とメモリーの 50%を予約し、残りの 50%

をユーザーVM用に残します。コントローラーVMのリソースは保証されているため、ユーザーVM とコント

ローラーVMの間でリソースの競合が生じることはありません。コントローラーVMのリソースを保証する性

質上、vCenter内のこれらのコントローラーVMについて高 CPUおよび高メモリー アラートが生成される

ことはめずらしくありません。 

各コントローラーVMは、各物理ノードの内部 M.2デバイスにプロビジョニングされているプライベート デー

タストアに存在します。これらのプライベート データストアはコントローラーVM用に予約されているため、

ユーザーVMには使用しないでください。コントローラーVMはそれが関連づけられたノード上に常に存在

し、移行することはできません。これらの VMは PowerStore Xモデル専用であり、このモデルのストレー

ジ操作に不可欠であるため、コントローラーVMに変更を加えないことが重要です。コントローラーVMの

スナップショットの複製や取得も行わないでください。 

コントローラーVMの名前は PSTX-<DST>-<A/B>です。ここで、DSTはアプライアンスの Dellサービス 

タグです。コントローラーVMは、PRIVATE-<DST>.<A/B>.INTERNAL という名前のプライベート 

ローカル VMFS6データストアに格納されます。これらのプライベート データストアは、コントローラーVM

専用に予約されているため、ユーザーVMの格納には使用しないでください。代わりに、ユーザーVMはす

べて VVolsデータストアに格納する必要があります。 

 

PowerStore Xモデル アプライアンスには、vSphere分散仮想スイッチ（DVS）、複数のポート グルー

プ、初期構成プロセスの一環として自動的に構成される NICチーミングがあります。DVSの命名規則は

DVS-<Cluster_Name>です。DVS名は、各ポート グループ名の前にダッシュとともに付記されます。 

DVSでは、次のポート グループがデフォルトで作成されます。 

• PG_MGMT：PowerStore管理 

• PG_MGMT_ESXi：ESXi管理 

• PG_Storage_INIT1～2：ESXiからコントローラーVMへの iSCSI接続用の VMkernelアダプター 

• PG_Storage_TGT1～4：内部および外部接続用のコントローラーVM上の iSCSI ターゲット  

• PG_vMotion1：VMモビリティーに使用される vMotionネットワーク 

vSphere DVSは、両方のノードの物理アダプターをアップリンクにグループ化します。アップリンクは、各

ポート グループで使用され、アクティブ、スタンバイ、または未使用のポートを示します。次の表は、

vSphereアップリンク、vSphere物理アダプター、PowerStore Managerポート名の間のマッピングを

示しています。 

表2. アップリンクから物理ポートへのマッピング 

vSphereアップリンク vSphere物理アダプター PowerStore Managerポート 

Uplink1 vmnic8 4PortCard-hFEPort1 

Uplink2 vmnic9 4PortCard-hFEPort0 

Uplink3 vmnic6 4PortCard-hFEPort3 

Uplink4 vmnic7 4PortCard-hFEPort2 

コントローラーVM 

ネットワーキング 
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次の表は、コントローラーVMおよび ESXi管理に使用される管理ポート グループを示しています。いず

れの管理ネットワークも、高可用性を実現するためにアクティブとして Uplink1 と Uplink2で構成されて

います。Uplink3 と Uplink4は、プライマリー アップリンクが使用できなくなった場合に備えてスタンバイとし

て構成されます。 

PowerStore Xモデルの ESXi ノード管理インターフェイスは、vmk0 という名前の VMkernelアダプター

上で構成されます。PowerStore管理インターフェイスは、コントローラーVM上に存在するため、

VMkernelアダプターを必要としません。 

表3. 管理ポート グループ アップリンク 

vSphere  

VMkernel アダプター 

vSphere 

ポート グループ 

vSphere 

アクティブ アップリンク 

vSphere 

スタンバイ アップリンク 

該当なし PG_MGMT Uplink2 
Uplink1 

Uplink3 
Uplink4 

vmk0 PG_MGMT_ESXi Uplink2 
Uplink1 

Uplink3 
Uplink4 

 

次の表は、ストレージ接続用に作成された VMkernelアダプターを示しています。PowerStore Xモデ

ルの ESXi ノードは、これらの VMkernelアダプターを使用して、コントローラーVM上の iSCSI ターゲット

に接続します。各ノードには、マルチパス用の 2つの VMkernelアダプターがあります。VMkernelアダプ

ターは 1つのアップリンクでアクティブであり、スタンバイ アップリンクはありません。 

ノードとコントローラーVM間の通信は、iSCSIセッションの確立、プロトコル エンドポイントの作成、

VVolsデータストアへの I/Oの実行に使用されます。コントローラーVMはノード自体で実行されるため、

これらのネットワーク上のトラフィックはノードに対してローカルのままになります。 

表4. VMkernel アダプター 

vSphere VMkernel アダプター vSphereポート グループ 
vSphere 

アクティブ アップリンク 

vmk1 PG_Storage_INIT1 Uplink1 

vmk2 PG_Storage_INIT2 Uplink2 

 

次の表は、作成されたコントローラーVMの iSCSI ターゲットを示しています。これらのターゲットにより、

PowerStore Xモデルの ESXi ノードと外部ホストの両方が iSCSI接続を確立できるようになります。

ターゲットはノードごとに少なくとも 1つ必要です。これは、初期構成プロセスの一環として自動的に構成

されます。デフォルトで、このターゲットは各ノード上の Uplink1でアクティブです。残りのアップリンクはスタ

ンバイ モードで構成されています。 

表5. コントローラーVMの iSCSI ターゲット 

vSphereポート グループ vSphereアクティブ アップリンク vSphere スタンバイ アップリンク 

PG_Storage_TGT1 Uplink1 Uplink2 
Uplink3 
Uplink4 

PG_Storage_TGT2 Uplink2 Uplink1 
Uplink3 
Uplink4 
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vSphereポート グループ vSphereアクティブ アップリンク vSphere スタンバイ アップリンク 

PG_Storage_TGT3 Uplink3 Uplink1 
Uplink2 
Uplink4 

PG_Storage_TGT4 Uplink4 Uplink1 
Uplink2 
Uplink3 

 

ストレージ ネットワークをスケールアウトすると、4ポート カードの残りのポートで接続できるようになります。

このアクションが実行されると、追加のアップリンクがアクティブになります（前の表を参照）。モデル アプラ

イアンスによっては、このアクションがパフォーマンスを最大限に高めるためのベスト プラクティスになる場合

があります。 

次の表は、アプライアンスで使用可能な仮想ポートに関する情報を示しています。仮想ポート ページを

使用して、ストレージ ネットワークの追加ポートのマッピングや、レプリケーション ネットワークの追加ポート

へのタグ付けを行うことができます。デフォルトで、vFEPort1はストレージとレプリケーションの両方に対し

てタグ付けされています。 

表6. PowerStore仮想ポート 

PowerStore 

Manager仮想ポート 

vSphere  

ネットワーク アダプター 

vSphere 

ポート グループ 
目的 

vFEPort0 ネットワーク アダプター１ PG_MGMT PowerStore管理 

vFEPort1 ネットワーク アダプター2 PG_Storage_TGT1 ストレージおよびレプリ

ケーション ネットワーク 

vFEPort2 ネットワーク アダプター3 PG_Storage_TGT2 ストレージおよびレプリケー

ション ネットワークの拡張 

vFEPort3 ネットワーク アダプター4 PG_Storage_TGT3 ストレージおよびレプリケー

ション ネットワークの拡張 

vFEPort6 ネットワーク アダプター5 PG_Storage_TGT4 ストレージおよびレプリケー

ション ネットワークの拡張 

vFEPort7 ネットワーク アダプター6 PG_Internal システム内部での使用 

 

次の表は、vMotion操作用に作成された VMkernelアダプターを示しています。このネットワークは、2

つの PowerStore Xモデル ESXi ノード間での VMの移動と、外部ホストからの VMの移動に使用さ

れます。 

表7. vMotionポート グループ アップリンク 

vSphere VMkernel

アダプター 

vSphereポート  

グループ 

vSphere 

アクティブ アップリンク 

vSphere 

スタンバイ アップリンク 

vmk3 PG_vMotion1 Uplink3 Uplink1 
Uplink2 
Uplink4 
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次の図は、vCenterに表示されるこれらのネットワークを示しています。 

 

図29. vSphereネットワーク 

内部の ESXi ノードにユーザーVMを導入する前に、外部ネットワーク用に新しいポート グループを作成

しておきます。このプロセスを実行するには、DVS を右クリックして、［分散ポート グループ］＞［新し

い分散ポート グループ］を選択します。新しいポート グループの情報を入力し、必要に応じて VLAN

を構成します。新しいポート グループを構成したら、ユーザーVMを導入して、ネットワーク接続にこの

ポート グループを使用できるようになります。 

PowerStore Xモデルの ESXi ノード、iSCSI、または vMotion インターフェイスを変更する必要がある

場合は、PowerStore Managerで更新する必要があります。このアクションにより、構成が更新され、

必要な変更が vSphereに自動的に伝播されます。これらのインターフェイスを vSphereで直接変更す

ることはサポートされていません。 

 

PowerStore Xモデル アプライアンスは、ボリュームとボリューム グループを外部ホストにプロビジョニングで

きます。たとえば、仮想マシン ファイル システム（VMFS）データストアまたは RAWディスク マッピング

（RDM）用の外部 ESXi ノードにボリュームをプロビジョニングできます。 

デフォルトでは、AppsON仮想マシンは、PowerStore Managerでのシンプルな性質、設計の最適

化、および統合により、PowerStoreの効率的な vVol実装を活用します。これらのメリットにより、すべ

ての AppsON仮想マシンに vVolsを使用することをお勧めします。PowerStoreOS 2.0以降では、

PowerStore Xモデルのアプライアンスも、AppsON内の仮想マシンのストレージの VMFSデータストア

をサポートしています。このプロセスは、PowerStore REST APIまたは CLI、あるいはその両方を使用

して、PowerStoreの内部 ESXiホストへのブロック ボリュームのマッピングを許可することによって実行さ

れます。PowerStore Xモデルのアプライアンスの内部ノードにおける VMFSの構成に関する詳細につ

いては、Dellサポートの記事「KB182913」を参照してください。 

 

PowerStore Xモデル ESXi ノードは、VMware Distributed Resource Scheduler（DRS）と連

携するように設計されています。PowerStore Xモデル アプライアンスの初期構成中に、アプライアンスは

部分自動モードで DRSを自動的に有効にします。部分自動モードでは、VMの初期配置に DRSが

自動的に適用され、ロード バランシングの提案が行われます（管理者が開始可能）。 

ボリューム 

Distributed 

Resource 

Scheduler監視
サービス 
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アプライアンスはこの構成を想定して最適化されているため、DRS自動化レベルの変更はサポートされ

ていません。DRS監視サービスは 15秒ごとに vSphereをポーリングし、DRS自動化レベルが部分的

に自動化されるように設定されていることを確認します。変更が検出された場合は、自動化レベルを部

分的自動化に復元することにより、自動的に修復します。 

PowerStoreOS 1.0.3以降では、vSphere ROBO ライセンスを PowerStore Xモデル ノードにイン

ストールできます。vSphere ROBO Advanced ライセンスは DRSをサポートしていません。vSphere 

ROBO Enterprise ライセンスは、メンテナンス モードを有効にする目的でのみ DRSをサポートします。

PowerStore Xモデル ノードに ROBO ライセンスをインストールする前に、DRSを ESXi クラスターで無

効にしておく必要があります。vSphere ROBO ライセンスを使用する場合、ユーザーは VM ロード バラ

ンシングを手動で開始する必要があります。 

 

PowerStore Tモデル アプライアンスでは、PowerStore Managerでノードの再起動や電源オフを行え

ます。PowerStore Xモデル アプライアンスの場合、これらの操作を PowerStore Managerで行うこと

はできません。代わりに、PowerStore Xモデルをメンテナンス モードにした後、再起動を開始するか、シ

ステムの電源をオフにします。こうすることで、VMを実行している PowerStore Xモデル ESXi ノードが

誤って再起動されるのを防ぐことができます。次の図は、PowerStore Xモデル アプライアンスでこれらの

操作を実行できないことを示しています。 

 

図30. PowerStore X モデルの操作 

 

コントローラーVMは DRSで移行できないため、PowerStore Xモデル アプライアンスには、メンテナンス 

モードでの操作中にコントローラーVMを管理するメンテナンス モード サービス(MMS)が含まれています。

コントローラーVMを移動せずに、電源が正常にオフになります。 

PowerStore Xモデル ESXi ノードをシャットダウンまたは再起動する前に、まずノードをメンテナンス モー

ドにしてください。メンテナンス モードにすると、このノードで VMが実行されていないことを確認してから、

ノードのシャットダウンまたは再起動が行われるようになります。メンテナンス モードにすると、DRSは実行

中の VMを vSphere クラスター内のピア ノードに移行します。次の図は、vCenterで実行できるメンテ

ナンス モードの操作を示しています。 

保守性 

メンテナンス モード 

サービス 
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図31. メンテナンスモード 

PowerStore Xモデル ESXi ノードでメンテナンス モードが開始されると、MMSはノード コントローラー

VMのシャットダウンを自動的に開始します。コントローラーVMのシャットダウンは、すべてのユーザーVM

の移行が完了した後で開始されます。コントローラーVMの電源が正常にオフになると、ESXi ノードはメ

ンテナンス モードになります。メンテナンス モードになった後は、ESXi ノードを vCenterから再起動または

シャットダウンしても影響はありません。 

コントローラーVMの 1つが電源オフになるか再起動されると、サービスは別のコントローラーVMにフェー

ルオーバーします。中断を防ぐため、メンテナンス モードにするアプライアンスは一度に 1つだけにしてくださ

い。高可用性をリストアするには、メンテナンス モードをノードで終了する必要があります。管理者がメン

テナンス モードの終了操作を開始すると、コントローラーVMの電源が自動的に投入される。コントロー

ラーVMの電源が完全に投入されると、コントローラーVMの冗長性がリストアされます。 

PowerStore Xモデル ESXI ノードでメンテナンス モードを開始または終了した後、数分待ってから別の

メンテナンス モード操作を発行します。数分待つことにより、次の操作を開始する前に、すべてのリソース

とサービスを完全にフェールオーバーするのに十分な時間がコントローラーVMに与えられます。 

 

PowerStore Xモデルのアップグレード イメージを使用して、PowerStore Xモデル クラスターを最新の

ソフトウェア バージョンにアップグレードできます。ただし、PowerStore Xモデル ESXi ノードで使用できる

のは、デル・テクノロジーズによって検証され、Dellサポートで入手可能な ESXiバージョンのみです。各

PowerStore リリースでサポートされている ESXiバージョンについては、PowerStoreシンプル サポート 

マトリックスの表 12を参照してください。VMware またはその他のソースから取得した ESXiアップデー

ト イメージは使用しないでください。アップデート用の新しいバージョンが入手可能になると、通知が送

信されます。詳細については、PowerStore情報ハブの『Dell PowerStore仮想化ガイド』に記載され

ているアップグレード手順を参照してください。 

  

アップグレード 

https://www.dell.com/support
https://www.dell.com/support
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-15/
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-15/
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vSphere API for Array Integration（VAAI）は、ストレージ関連のタスクを PowerStoreにオフロー

ドすることによって、ESXiホストの使用率を向上させます。アレイはこれらのタスクを処理するため、ESXi

ホストの CPU、メモリー、ネットワークの使用率が低下します。たとえば、テンプレート仮想マシンからのフ

ル クローンのプロビジョニングなどの操作は、PowerStoreにオフロードできます。PowerStoreは内部で

この要求を処理し、書き込み操作を実行して、要求が完了したら更新を ESXiホストに返します。 

PowerStoreでは、次のプリミティブがサポートされています。 

• ブロック： 

▪ アトミック テスト アンド セット(ATS)：アレイによるロックを、ボリューム全体ではなく、ボ

リュームのブロック レベルで実行できるようにします。これにより、複数の ESXiホストがボ

リュームに同時にアクセスできるようになります。ハードウェアアシスト ロックとも呼ばれます。 

▪ ブロック ゼロ：アレイが多数のブロックをゼロフィルできるようにします。これにより、ディスクの

ゼロフィル操作が高速化され、VMを迅速にプロビジョニングできるようになります。ハードウェ

アアシスト ゼロフィルまたはライト セイムとも呼ばれます。 

▪ フル コピー：アレイは ESXiホストでデータの読み取りと書き込みを行うことなく、アレイ内のデー

タのフル コピーを作成できます。VMのクローニングを行う場合に役立ちます。ハードウェアアシス

ト移動または XCOPYとも呼ばれます（XCOPYはNVMe仕様では標準化されておらず、

NVMe/TCPおよびNVMe/FCはフル コピー オフロードをサポートしていません）。 

▪ シン プロビジョニング – 割り当て解除：アレイはシン LUNで未使用のブロックを再利用で

きます。割り当て解除は、デッド スペース再利用とも呼ばれます。 

• ファイル：これらのプリミティブは PowerStoreOS 3.0で導入されており、ESXiホストに VAAI

プラグインがインストールされていることを必要とします。 

▪ 高速ファイル クローン：仮想マシンスナップショットの作成をアレイにオフロードできます。 

▪ フル ファイル クローン：アレイへの仮想ディスク クローニングのオフロードを有効にします。 

▪ 領域の予約：NFS経由でシック レイジーおよびイーガー ゼロ オプションを使用した仮想

ディスクのプロビジョニングを有効にします。 

▪ 拡張統計：NASデータストアのスペース使用状況を可視化します。シン プロビジョニング

されたデータストアで特に役立ちます。 

移行 

PowerStoreは、既存の VMware vSphere環境に簡単かつシームレスに統合できるように設計されてい

ます。ネイティブの vSphereの機能とツールは、PowerStore と外部 ESXiホスト間で使用できます。 

これにより、vMotionや Storage vMotionなどのツールを使用して、すばやく簡単に移行を実行できま

す。vMotionを使用して、VM コンピューティングを現在の ESXiホストから PowerStore X モデル ノー

ドに移動できます。Storage vMotionを使用して、VMストレージを現在のデータストアから

PowerStore VVolsデータストアに移動できます。また、vMotion と Storage vMotionの両方を同時

に実行するオプションもあります（次の図を参照）。 

VMware VAAIの
概要 

概要 



Metroボリューム  
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図32. コンピューティングと Storage vMotion 

Metroボリューム 

Metroボリュームは、PowerStoreストレージと VMware vSphereの高可用性およびデータ モビリ

ティー機能であり、Metroボリュームへの対称アクティブ/アクティブ データ アクセスを提供して、

PowerStore クラスター間のプロアクティブなユースケースを実現します。このアーキテクチャは、VMware 

vSphere Metroストレージ クラスター設計の基盤も構築します。Metroボリュームの詳細については、

『Dell PowerStore：Metroボリューム』を参照してください。 

vVol レプリケーション 

PowerStoreOSバージョン 3.0以降では、vVolベースの VMの VASA 3.0ネイティブ ストレージベー

ス非同期レプリケーションがサポートされています。この機能は VMwareストレージ ポリシーを使用し、両

方のサイトで VMware Site Recovery Manager インスタンスを必要とします。vVolベース VMの非

同期レプリケーション機能は、サポート対象 PowerStore クラスターに追加コストなしで含まれています。

詳細については、『Dell PowerStore：VMware Site Recovery Managerのベスト プラクティス』また

は VMware Site Recovery Manager製品マニュアルを参照してください。 

VMwareプラグイン 

 

システムに組み込まれている VMware統合をさらに強化するために、非アレイ ソフトウェア用プラグインを

使用できます。これらのプラグインは柔軟性をもたらすとともに、PowerStoreが既存のツールを使用して

ご使用の環境に簡単に統合できるようにします。 

 

Virtual Storage Integrator（VSI）は、ストレージのプロビジョニング、管理、監視の各機能を標準の

VMware vSphere クライアント インターフェイスにもたらします。一般的なストレージ タスクは、

PowerStore Managerを起動しなくても、vSphereから直接表示して実行できます。VSI プラグイン

は、ストレージ システムの可視化も行い、VMが実行されている基盤となるストレージを管理者が確認で

きるようにします。外部 ESXiホストを PowerStoreに接続するときは、VSIを使用してホストをスキャン

し、パフォーマンスと可用性のベスト プラクティスを適用してください。次の図は、VSIのデータストア作成

ウィザードを示しています。 

概要 

概要 

はじめに 

Virtual Storage 

Integrator 

https://infohub.delltechnologies.com/t/dell-powerstore-metro-volume
https://infohub.delltechnologies.com/t/dell-powerstore-metro-volume
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-vmware-site-recovery-manager-best-practices-2/
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-vmware-site-recovery-manager-best-practices-2/
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図33. VSI を使用したデータストアの作成 

 

VMware vRealize Orchestrator (vRO)を使用すると、自動化ワークフローを作成して、VMwareお

よび PowerStoreのタスクを合理化できます。PowerStoreプラグインには、ストレージのプロビジョニン

グ、ホストの管理、保護の構成、リソースの詳細の表示など、多くのワークフローが含まれています。 

vRO フレームワークにより、個々のワークフローを組み合わせてカスタム ワークフローを構築できます。たと

えば、ESXiホストを PowerStoreアプライアンスの iSCSI ターゲットに接続し、アプライアンスにホストを

登録するカスタム vROワークフローを作成できます。vROワークフロー エンジンを vRealize 

Automation とともに使用して、ポリシーベースのセルフサービス環境を作成できます。 

次の図は、PowerStoreプラグインを使用した場合に vROで使用可能なワークフローの一部を示して

います。 

 

図34. vRealize Orchestrator 

vRealize 

Orchestrator 
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PowerStore Storage Replication Adapter (SRA)は、アレイベースのレプリケーションと VMware 

Site Recovery Manager (SRM)をディザスター リカバリーに活用しているお客様向けに提供されてい

ます。SRMが PowerStoreレプリケーションを適切に管理するには、SRAをリカバリー サイトと保護サイ

トの SRMサーバー ホストにインストールする必要があります。次の図は、SRMの PowerStore SRA

を示しています。 

 

図35. PowerStore SRA 

ベスト プラクティス 

Site Recovery Manager には、さまざまな環境に合わせて調整されたデフォルトの構成が付属していま

す。ただし、アーキテクチャ、インフラストラクチャ、サイズ、目標リカバリー時間は、環境ごとに異なります。

より大規模で複雑な SRM環境では、SRMを正しく機能させるためのチューニング調整が必要となる場

合があります。詳細については、『Dell PowerStore：Site Recovery Managerのベスト プラクティス』

を参照してください。 

 

PowerStoreは、RecoverPoint for Virtual Machines を使用した VM単位のレプリケーション サービ

スもサポートします。RecoverPoint for VMsは、VMごとに任意の時点の非同期保護と同期保護を

実現するソフトウェア専用のレプリケーション ソリューションです。このソリューションはあらゆるストレージに

対応し、vVolをはじめ、VMwareでサポートされるすべてのストレージ タイプのハイパーバイザー レイヤー

で機能します。RecoverPoint for VMsの詳細については、Dell サポートの『RecoverPoint for 

Virtual Machines管理者ガイド』を参照してください。 

まとめ 

PowerStoreは、VMware仮想化テクノロジーとの包括的な統合ポイントを含むように設計されていま

す。これらの強力な統合ポイントの多くはシステムに組み込まれているため、HTML5ベースの

PowerStore Manager と vCenterを使用して管理することが可能です。PowerStore X モデル アプラ

イアンスは、アプリケーションをアプライアンス上で直接実行し、仮想化環境にシームレスに統合できるよう

にすることで、より緊密な統合を実現します。PowerStoreを既存のツールで使用できるようにするため

の、オフアレイ ソフトウェアとプラグインも利用できます。ストレージ管理者と仮想化管理者の両方が

PowerStoreを活用することで、お客様の要件を満たすソリューションを作成することができます。 

  

Storage 

Replication 

Adapter 

RecoverPoint for 

Virtual Machines 

概要 

https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-vmware-site-recovery-manager-best-practices-2/
https://infohub.delltechnologies.com/t/powerstore-vmware-site-recovery-manager-best-practices-2/
https://www.dell.com/support
https://www.dell.com/support
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付録：テクニカル サポートおよびリソース 

［デル・テクノロジーズ情報ハブ］＞［ストレージ］サイトでは、お客様のデル・テクノロジーズ ストレージ 

プラットフォームでの成功を確実に実現するための専門知識を提供します。 

Dell.com/powerstoredocsには、PowerStoreシステムをインストール、構成、管理する方法に関す

る詳細なドキュメントが用意されています。 

 

リソース 

https://infohub.delltechnologies.com/
https://infohub.delltechnologies.com/t/storage/
https://www.dell.com/powerstoredocs

